
１部・３部 引揚救助

５人（要救助者を含む。）１組で２人が空気呼吸器を装
着してスタート地点より塔下し検索後、要救助者を抱え
て搬送し他の２名と協力して塔上に引揚げる。
救助・脱出までの安全確実性と所要時間を評価する。

２部 障害突破
４人（補助者を含む。）１組で３名がスタート地点から
ゴール地点に至る経路に設けられた５か所の障害をお互
いに協力して全員が突破するまでの安全確実性と所要時
間を評価する。

水平に展張した渡過ロープのスタート地点から折り返し
地点までの往復４０ｍの間を往路はセーラー渡過、復路
はモンキー渡過でその安全確実性と所要時間を評価する。

ロープブリッジ渡過

【種目の概要】

５月１１日から１３日までの３日間、夢の島訓練場（江東区）で
消防救助技術庁内選考会（陸上の部）が行われました。

ほふく救出
３人（要救助者を含む。）１組で２人が後方１０ｍの
位置からスタートし、空気呼吸器を装着して確保ロープ
及び小綱を両足首に結着した後、８ｍの煙道を検索して
要救助者を屋外に救出し２人が協力して要救助者を搬送
するまでの安全確実性と所要時間を評価する。
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